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天
草
市
に
は
、
考
古
学
や
古
生
物
学
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
学
芸
員
が
い
ま
す
。

そ
の
学
芸
員
が
、
天
草
の
歴
史
や
自
然
な
ど
に
関
す
る
〝
イ
チ
オ
シ
″
を
紹
介
し
ま
す
。
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丸
まるかがみ

鏡（天草ロザリオ館）

　江戸時代、キリスト教の禁教下において、キリシタンたちは表向きは仏

教徒などを装いつつも、先祖から伝わる信仰をひそかに続けていました。

こうした人たちのことを「潜伏キリシタン」と呼びます。

　1805（文化２）年、大江村・高浜村・﨑津村・今富村（現在の天草町大江・

高浜、河浦町﨑津・今富）の４カ村で「天草崩れ」と呼ばれる潜伏キリシ

タン発覚事件が起こりました。その際の取り調べで信心具を差し出すよう

命じられますが、このときの没収品の一つに「丸鏡」があったことが古文

書の記録に残っています。当時のキリシタンたちは、丸鏡を信仰の対象と

し、「丸やさま（＝マリアさま）」または「サンタ丸やさま（＝サンタマリ

アさま）」と呼んでいたようです。

　天草町大江では丸鏡が数多く見つかっており、その一部を天草ロザリオ

館に展示しています。

　皆さんもぜひご覧ください。

キビナゴ

キビナゴのプス焼き
～しょいの実バーニャカウダソース～

①小鍋でにんにくを牛乳と水で10分間ゆでる。
②柔らかくなったら水分を全て捨て、しょいの実、生クリーム、
　オリーブオイル、無塩バターを加える。
③ひと沸かししたら火から下ろし、ハンドミキサーかすり鉢
　でペースト状にする（冷めたらソースの完成）。
④キビナゴに塩をふって網焼きにする。
⑤旬の野菜は好みの食べ方に準備する。

・キビナゴ・・・・・・・・・・16尾
・旬の野菜・・・・・・・・お好み
・にんにく・・・・20ｇ（約2片）
・牛乳・・・・・・・・・・・100cc
・水・・・・・・・・・・・・・100cc

　（ ４人分 ）

・しょいの実(醤油の実)・・80ｇ
・生クリーム・・・・・・・・・・50ｇ
・オリーブオイル・・・・・・15cc
・無塩バター・・・・・・・・・・30ｇ
・塩・・・・・・・・・・・・・・・適量

　キビナゴは、天草では主に牛深の刺

し網漁で漁獲される魚で、小さいので

調理がしやすく骨まで食べることがで

きます。また、塩漬けや干物にするこ

とで長期保存が可能です。

▶レシピ提供：地域おこし協力隊　宮﨑恵太

（天草漁業協同組合配属）

▲背面 ▲鏡面

　

「
栖
本
町
は
胸
を
張
っ
て
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
自
慢
の
ふ
る
さ
と
」
。
そ
う
話
す

の
は
、
東
京
の
Ｐ
Ｒ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

㈱
お
て
ん
と
丸
の
代
表
を
務
め
る
原
田
る
み

子
さ
ん
だ
。

　

原
田
さ
ん
は
中
学
校
卒
業
後
、
熊
本
市
内

や
東
京
で
暮
ら
し
、
天
草
か
ら
離
れ
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
で
、
故
郷
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
友
人

を
見
て
、
「
い
つ
か
で
は
な
く
、
今
天
草
に

恩
返
し
し
た
い
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、
天
草
市
が
関
東
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
。
そ
こ
で
、
都
市
部
に
向

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
向
け
の

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
携
わ
り
、
天
草
と
再
び
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
通
じ
、
都
市
圏
の
大

き
な
経
済
を
回
し
拡
大
し
よ
う
と
す
る
と
地

方
の
小
さ
な
生
業
を
消
失
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
に
気
付
い
た
。「
故
郷
天
草
の
元

気
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
た
く
な
い
。

大
切
な
も
の
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
自
分

の
経
験
を
役
立
て
ら
れ
れ
ば
」
と
思
い
、
当

時
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
て
独
立
。
６
年

前
に
は
倉
岳
町
に
も
拠
点
を
構
え
た
。

　

２
年
前
、
市
栖
本
支
所
と
地
区
振
興
会
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
際

に
は
、
「
栖
本
町
に
は
何
も
な
か
」
と
話
す

住
民
が
多
い
が
、
町
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
土
台
に
な
る
と
考
え
、
「
わ
が
ま
ち
再
発

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提
案
。
第
一
弾
と
し

て
動
画
を
制
作
し
た
。

　

ま
ず
、
栖
本
町
の
小
・
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
「
栖
本

の
よ
か
と
こ
・
好
き
な
と
こ
」
を
自
由
に
挙

げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
何
も
な
か
」
は

ず
の
栖
本
町
に
驚
く
ほ
ど
多
く
の
、
素
朴
な

良
い
と
こ
ろ
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
参

考
に
、
愛
犬
の
散
歩
や
海
岸
清
掃
、
校
庭
に

植
え
た
桜
な
ど
、
台
本
や
演
出
、
創
作
な
ど

が
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
栖
本
町
を
映
し
た
９

本
の
短
編
動
画
を
制
作
。
上
映
会
に
は
多
く

の
住
民
が
集
ま
り
、「
他
所
に
誇
れ
る
町
」「
町

の
何
が
い
い
の
か
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
栖
本

町
の
良
さ
を
共
感
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
出
身
者
か
ら
も
、
動
画

を
通
し
て
町
を
再
発
見
し
た
と
い
う
声
が
届

く
そ
う
だ
。

「
栖
本
町
は
、
人
は
も
ち
ろ
ん
、
犬
も
牛
も

蛍
も
か
っ
ぱ
も
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
住
め

る
町
。
何
か
を
真
似
た

り
観
光
地
化
を
目
指
さ

な
か
っ
た
こ
と
が
、か

え
っ
て
魅
力
に
な
る
」

と
話
す
原
田
さ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
は
身
近
な
日
常
の
中

に
、
ま
だ
ま
だ
転
が
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

わがふるさとを再発見

原
田
原
田  

る
み
子

る
み
子  

さ
ん
さ
ん

（
栖
本
町
出
身
）

（
栖
本
町
出
身
）

▲わがまち再発見プロジェクト「わたしたちの栖本町」


